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まえがき

コンピュータシステムは集中処理から分散処理へ，スタ

ンドアロンからネットワークへと進展を続けており，交流

無停電電源装置（UPS）は，今やコンピュータの周辺装置

の一つとしてパーソナルコンピュータ（パソコン）ショッ

プの店頭に並ぶほど一般化してきた。

図１は日本における UPS の生産状況を示しており，生

産台数は年々増加を続け，1996年度には23万台に達してい

るが，UPS１台あたりの平均容量は年々減少をみせており，

コンピュータのダウンサイジングと並行して UPS もダウ

ンサイジングが一段と進んでいる。

富士電機は「高い信頼性の UPS を提供する」ことを基

本理念に設備計画，技術開発，設計，製造，検査，アフ

ターサービスのすべてにわたりこの理念を貫いてきた。こ

の結果ユーザー各位の高い評価を得て，長年にわたりトッ

プクラスのシェアを続けてきている。

本特集では，拡大を続ける UPS の最近の技術動向と今

後の展望について述べる。

技術動向

UPS はコンバータ，インバータ，バッテリーの三つの

部分から構成されていることは周知のとおりである。UPS

に要求される性能項目は，安定したきれいな電力を供給し

続けることは当然なこととして，その大きさ（重さ），価

格，損失，故障率などの最小化および機能性，保守性，安

全性などの向上が挙げられる。このような要求項目に対し

て富士電機はさまざまな技術開発に取り組み，図２のよう

な変遷をたどって今日に至っている。

UPS の基本方式には，常時インバータ給電方式と常時

商用給電方式がある。インバータ給電方式は，商用健全時

および停電時とも電力はインバータを通過しており，安定

した電力が途切れることなく供給される。一方，商用給電

方式は，商用電力をそのまま負荷へ供給し，停電発生時即

インバータに切り換える。このとき 10ms 以下のごく短時

間の瞬断が発生するが，インバータは停電時だけ使用すれ

ばよく，コンバータはバッテリーを充電するだけの小容量

ですむので，価格，損失，大きさの面では優位となる。

このように両者には一長一短があるので富士電機製

UPS の製品系列は，図３のように常時インバータ給電方

式では Hi シリーズ，600 シリーズ，650 シリーズを，常

時商用給電方式ではエクセレントミニ，多機能 SPS

（Standby Power System）などを準備して，用途，目的，

経済性，環境性などにより最適な系列を選択できるように

準備している。

常時商用給電方式で商用給電回路に定電圧装置を設けた

ものをラインインタラクティブ方式と呼んでおり，基本的

には一つの変換装置を順・逆変換の双方向に動作させるパ

ラレルプロセッシング方式がその代表である。この方式は

商用健全時にバッテリーを充電するが，同時に負荷の無効

電流を制御して負荷への電圧を一定にするAVR機能や高

調波電流を抑制するアクティブフィルタ機能を付加するこ

とができる。前述した多機能 SPS は，正確には典型的な

ラインインタラクティブ方式であり，富士電機はすでにこ

の方式を大容量まで系列化している。この系列は，600 シ
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図１　国内におけるUPS，ミニUPSの生産台数推移
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リーズに比べ経済的で低損失の無停電電源装置として，工

場のFAラインや電動機負荷などにも多数使用されている。

インバータに使用されるパワーデバイスの発展が UPS

技術の向上に大きく寄与してきた。特にスイッチング周波

数を 10 kHz 程度に高周波化した，高周波 PWM技術で装

置が小形化すると同時に，電圧や電流の波形がきれいな正

弦波形となるように制御する，瞬時波形制御が可能となっ

た。このため高速スイッチング特性に優れ，自己消弧形で

低損失のデバイスが望まれ，その結果 IGBT（Insulated

Gate Bipolar Transistor）を容量の大小に関係なく適用し

ている。

富士電機では常に，新デバイスの適用をタイムリーに実

施してきており，特に 600 シリーズではインバータだけで

なくコンバータにも高速の IGBT を適用した「オール

IGBT式 UPS」を業界に先駆け発売し好評を得た。これは

出力電圧がきれいな（高調波の少ない）ばかりでなく，高

力率コンバータの採用で入力電流もきれいな装置とし，通

商産業省の高調波抑制対策ガイドラインに対応している。

高周波スイッチング技術は，UPS の入力と出力との絶

縁技術に変化を与えており，従来の商用周波数の変圧器を

設けて絶縁した方式から，入力の周波数を高周波化し高周

波変圧器で絶縁する SMRコンバータ方式で，装置の大幅

な小形化を実現している。富士電機は 10 kVA以下のミニ

UPS に適用するだけでなく，50 kVAクラスの中容量UPS

にもすでに適用し，650 シリーズで発売している［詳細は

本特集の別稿（新形中容量 UPS「UPS650 シリーズ」）を
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図２　富士電機製UPSの技術変遷と製品開発
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図３　富士電機製UPSの標準系列
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参照いただきたい］。

小容量の分野では，入力と出力との絶縁を行わないもの

もあり，富士電機ではHi シリーズの 1～ 3kVAは非絶縁

式とし，小形・軽量化を図るとともに，UPS 本来の安定

した電力性能の供給を低下させることなく実現した。さら

に，小容量の UPS では駆動回路や保護回路もワンパック

にモジュール化した IPM（Intelligent Power Module）を

適用し，装置の小形化，高信頼度化を図っている。

パソコンや UNIX
〈注〉

マシンなどで構成する LAN（Local

Area Network）やWAN（Wide Area Network）などの

ネットワークの急拡大で，ネットワークに使用される

UPS が急速に普及するとともに，ネットワーク OSと会

話する機能が求められるようになった。そのため最近の小

容量 UPS では，コンピュータとのインタフェース機能を

もたせることが必要である。富士電機のエクセレントミニ

およびHi シリーズとも，接点式，RS-232C のシリアル通

信式双方のインタフェース機能を準備している（詳細は本

特集の別稿「最近のミニUPS」を参照いただきたい）。

高信頼度化のためには UPS 単一では限度があり，バイ

パス回路や予備回路を設けてシステム全体として対応する

技術を採用している。この場合の基本は，他の交流電源と

〈注〉UNIX：X/Open Company Ltd.がライセンスしている米国

ならびに他の国における登録商標

同期運転をすることであり，スイッチに半導体を用いると

同期無瞬断切換ができる。富士電機は豊富な実績とそのノ

ウハウなどから，経済的で効果の高い高信頼度システムを

構築することに努め，特に大容量 UPS の場合，UPS の周

辺にこのような回路やスイッチを設け，高度なシステム技

術を駆使してきた［詳細は本特集の別稿（大容量 UPS

「UPS600 シリーズ」）を参照いただきたい］。

バッテリーは価格や大きさなどから鉛蓄電池を使用して

おり，補液などのメンテナンスが不要な陰極吸収形シール

電池を標準的に使用している。この種のバッテリーは充放

電サイクルや経年経過で寿命となるので，そのチェックが

必要である。富士電機はバッテリーの良否判定のための自

己診断機能を開発し，650 シリーズや Hi シリーズに標準

装備しており，装置の信頼性維持に努めている。

メンテナンスの高度化は信頼性の維持のためには欠かす

ことができないことであり，今回オンラインで簡単に大容

量 UPS のバッテリー容量を確認できるチェッカを開発し

た。バッテリーの交換時期をできるだけ定量的にとらえる

ことを目的に，チェッカから採取した過去のデータをトレ

ンド管理し，このデータを基にして交換時期を決めている。

図４はその一例であり，年月の経過につれて性能低下をき

たすセルが増加し，特性のばらつきが広がり，劣化が進行

している様子を示している。

今後の展望

これまでの UPS の技術の変遷をながめると，パワーデ

バイス・制御デバイスの発展，高周波 PWM技術など，

どちらかというとシーズ主導であったが，今後は全体の流

れとしてニーズ主導になると考える。それはあらゆる面で

の多様化が一層進むと思われるので，ここではその多様化

を切り口に今後を展望する。

省エネルギー思想の徹底した浸透から常時商用給電式

（ラインインタラクティブ方式を含む）が容量に関係な

く増大

新方式としてDC-UPS（小容量分野）が台頭

設置場所の多様化

電気室→コンピュータ室→オフィス→ SOHO（Small

Office Home Office）→家庭→負荷機器内蔵・・・小形化，

多品種少量生産化（負荷機器専用化）

コンピュータ以外の用途の拡大

マルチメディア関連，ホームAV，ホームセキュリティ，

医療機器など・・・ミニUPS，マイクロUPS の拡大

新蓄電デバイスの適用

電気二重層コンデンサ，スーパーエナジーコンデンサな

ど・・・短時間停電カバー

高信頼度運転方式の多様化

並列冗長運転→待機冗長運転，切換冗長運転

管理システムの高度化，管理ソフトウェアのオープン

化

遠隔管理，総合管理・・・SNMP（Simple Network Man-
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図４　バッテリー劣化診断例
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agement Protocol），ネットワークアダプタ，インターネッ

ト，イントラネット

UPS 応用装置の拡大

電圧可変節電装置，新電池用変換装置，クリーンエネル

ギー用変換装置など・・・本特集の別稿「双方向インバー

タの電力貯蔵システムへの適用技術」にその兆候を記した

ので参照されたい。

環境性の対応

効率，EMC（Electromagnetic Compatibility），リサイ

クル

あとがき

今日のネットワーク社会が進展するには，ネットワーク

が高い信頼度を維持することが絶対条件であり，そのため

には UPS は今後とも欠かすことのできないものに変わり

はない。同時に用途の拡大などから寸法，価格，損失，故

障率の最小化がさらに求められてこよう。

富士電機はこの永遠のテーマである「高信頼度の UPS

を提供する」ことをモットーに，多くの UPS を生産して

きた。同時に国際的な品質の規格である ISO9001，ISO

9002（アフタサービス会社），さらに環境性の向上として

ISO14001 を取得して一層の製品向上に励んでいる。これ

からも多くの課題に挑戦しながら，多様化するニーズに対

して最適なソリューションを提供していく所存であり，ユー

ザー各位の一層のご鞭撻をお願いする次第である。

（9）

（8）
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